
（２）体制
座 長 江藤 俊昭 大正大学地域創生学部教授

座長補佐 千葉 茂明 日本生産性本部上席研究員

アドバイザー
松崎 新 会津若松市議会議員 目黒章三郎 前会津若松市議会議員
川上 文浩 可児市議会議員・議長 林 晴信 西脇市議会議員

福田 利喜 陸前高田市議会議員 前泊 美紀 那覇市議会議員

河村 和徳 拓殖大学政経学部教授 津軽石昭彦 関東学院大学法学部教授

林 紀行 日本大学法学部教授 岩﨑 弘宜 取手市職員

清水 克士 元大津市議会局長 中道 俊之 元滝沢市議会事務局長

太田 雅幸 弁護士 吉田 利宏 元衆議院法制局参事

（３）活動

（４）分科会のご案内(政策サイクル分科会) ※対面とオンライン併用

多様な「議会からの政策サイクル」の実践事例の報告と意見交換を行います。

（５）参加にあたって（運営分担金）

地方議会改革プロジェクト（事務局：日本生産性本部）では、政策サイクルの推進に向けた
学びと実践、相互交流の場として「政策サイクルの推進地方議会フォーラム」を設けています。

QRコードからもご登録

いただけます。

政策サイクル推進地方議会フォーラム ご案内

２０２６年度
メンバー募集

裏面もご参照下さい。

議会改革や成熟度評価モデルの実践事例、分科会の活動成果などを

報告し、広く情報発信します。

※公開セミナー形式。メンバーは参加無料です。

①報告会

参加できるのはフォーラムメンバーのみです。具体的なテーマを設定

し、調査や事例研究等を行います。

※メンバーは参加無料です。

②分科会

議会改革のトピックスや政策サイクル等について学んでいただけます。

※公開セミナー形式。メンバーは優待価格でご案内します。
③セミナー

11,000 円／年 （消費税を含む）地方議会の議員

5,500 円／年 （消費税を含む）一般（議会事務局職員他）

公益財団法人日本生産性本部 地方議会改革プロジェクト

お申込URL: https://jpc.my.salesforce-sites.com/customers/trainingseminarapp?no=K031160

【2025年度実績】

2025年７月19日（土）13：30～17：00
事例発表① 「静岡県藤枝市議会の政策サイクル」多田晃・静岡県藤枝市議会議長

（決算委員会・予算委員会・常任委員会のチェックサイクル）
事例発表② 「神奈川県横須賀市議会の政策サイクル」（実行計画「未来への羅針盤2027」）

髙橋英昭・神奈川県横須賀市議会議員・政策検討会議委員長

2026年１月24日（土）13：30～17：00
事例発表① 「岩手県滝沢市議会の政策サイクル」 角掛邦彦・岩手県滝沢市議会議長
事例発表② 「宮城県柴田町議会の政策サイクル」

平間奈緒美・宮城県柴田町議会議員・議会運営委員会委員長

●毎年4月1日から翌年3月31日までを1年間として、上記の全額をご負担いただきます。

現役の地方議会議員、議会事務局職員の方であればどなたでもご参加いただけます。

（１）活動の目的
「議会からの政策サイクル」の浸透、並びに「地方議会成熟度評価モデル」に関心

を持つ、あるいは実装化を目指す議会・議員の交流と情報交換の場を作り、住民

福祉の向上につながる議会づくり、議会改革のバージョンアップを支援します。



 ご購入の際は、WEB上のご注文フォームからご注文をお願いします。
https://www.jpc-net.jp/consulting/mc/pi/local-government/parliament.html

ご注文後、請求書をご送付しますので、代金を指定の銀行口座へお振り込み下さい。
振込手数料はご負担願います。入金確認後、ご指定先に商品を発送いたします。

地方議会成熟度評価モデルガイドブック
対話で住民福祉の向上を実現する

本ガイドブックは、「地方議会成熟度評価モデル」を議会力向上のためにお役立ていただく
ための手引書です。 「地方議会成熟度評価モデル」による議会活動のふり返りと評価方法
の説明とともに、議会改革のバージョンアップに向けた評価結果の活用方法をご紹介して
います。

価格 税込 2,200円（送料別）

地方議会における政策サイクルと評価モデル研究会
報告書（2019年3月）

本報告書は、公益財団法人日本生産性本部が、早稲田大学マニフェスト研究所の協力を得
て、2016年から開催した「地方議会における政策サイクルと評価モデル研究会」における
研究成果の一部をまとめたものです。「議会からの政策サイクル」の特徴や多様性、評価の
方向性について論じられています。

価格 税込 2,200円（送料別）

「議会（事務）局分科会」提言のご紹介

書籍のご案内

【お問い合わせ・お申し込み】 地方議会改革プロジェクト事務局
〒102-8643 東京都千代田区平河町2-13-12 （公益財団法人日本生産性本部）

E-Mail：gikai@jpc-net.jp Tel：03-3511-4013 Fax：03-3511-4039

Web：https://www.jpc-net.jp/consulting/mc/pi/local-government/parliament.html

Facebook：https://www.facebook.com/PDDDCA/

書籍注文フォーム

QRコード

２０２３年度に活動した「議会（事務）局」分科会では、議会からの政策サイクル」の確立に
不可欠な「チーム議会」の醸成に議会（事務）局が寄与していくことを目指し、現状の課題
の分析、ミライの「議会（事務）局（職員）」のあり方について議論、検討を重ねてきました。

住民福祉の向上を図るには、「議会からの政策サイクル」のバージョンアップが必要であ
り、「チーム議会」を構成する議会事務局職員の積極的な参画（伴走）が求められるからで
す。

2024年4月には活動の成果を提言としてまとめ、公表しました。

「議会からの政策サイクル」に伴走する議会（事務）局職員像の確立を ―議会（事務）局職員の「補佐の射程」

本提言では、議会（議員）と議会事務局（職員）の関係に焦点を当て、8つの
提言を行っています。この提言は、 「議会からの政策サイクル」を作動・構築
している（あるいは指向している）全国の地方議会議員及び議会事務局職員
に向けてのものであり、 議会活動のさらなる充実・強化、住民福祉の向上に

寄与することを祈念しています。

※提言はこちらからご覧いただけます： https://www.jpc-net.jp/consulting/assets/pdf/20240415.pdf

提言のQRコード


